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舟
木　

皆
様
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
長
ら
く
お
待
た
せ
い
た
し
ま

し
た
。
お
時
間
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
第
四
八
回
関
西
学
院
史
研
究

会
を
開
催
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
春
学
期
に
少
し
事
情

が
あ
り
ま
し
て
開
催
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
今
年
度
第
一
回
目

の
研
究
会
と
な
り
ま
す
。
二
回
目
の
こ
と
は
、
あ
と
で
ま
た
ご
案
内

い
た
し
ま
す
け
れ
ど
も
、
本
日
は
、
こ
こ
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
「
関

西
学
院
・
西
宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
の
歴
史
的
環
境
―
関
西
学
院
構

内
古
墳
と
上
ケ
原
用
水
―
」
と
い
う
こ
と
で
中
村
直
人
先
生
に
お
越

し
い
た
だ
い
て
お
話
を
伺
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
私
は
、
学

院
史
編
纂
室
長
を
務
め
て
お
り
ま
す
舟
木
と
申
し
ま
す
。
本
日
の
司

会
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

関
西
学
院
の
キ
ャ
ン
パ
ス
、
今
年
は
建
築
学
会
賞
を
取
っ
た
り
し

て
、
非
常
に
注
目
を
さ
れ
て
い
る
キ
ャ
ン
パ
ス
で
あ
る
の
で
す
け
れ

ど
も
、
普
段
、
目
に
し
て
い
る
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
に
実
は
、
多
く
の

古
墳
で
あ
っ
た
り
歴
史
的
な
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
な
か
な

関
西
学
院
・
西
宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
の
歴
史
的
環
境
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岡
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史
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二
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か
学
生
諸
君
は
知
り
ま
せ
ん
し
、
私
た
ち
教
職
員
も
あ
ま
り
印
象
が

あ
り
ま
せ
ん
。
中
村
先
生
に
は
そ
の
辺
の
こ
と
を
写
真
も
交
え
て
、

非
常
に
詳
し
く
こ
れ
か
ら
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

　

中
村
先
生
は
、
本
学
の
文
学
研
究
科
を
修
了
さ
れ
、
昨
年
度
末
ま

で
は
、
教
育
学
部
で
教
鞭
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
て
、
今
年
度
も
、

文
学
部
の
ほ
う
で
教
鞭
を
と
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
本
日
は
お

忙
し
い
な
か
、
お
時
間
を
作
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
私
た
ち
の
た

め
に
研
究
会
の
発
表
を
担
当
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
は
、
先
生
の
ほ
う
に
お
渡
し
い
た
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

中
村　

は
じ
め
ま
し
て
。
中
村
と
申
し
ま
す
。
本
日
は
ど
う
か
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

関
西
学
院
・
西
宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
と
そ
の
周
辺
に
は
、
古
墳

や
用
水
路
、
神
社
、
墓
地
、
石
造
物
な
ど
、
歴
史
の
重
な
り
を
示
す

も
の
が
思
い
の
ほ
か
多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。
我
々
が
普
段
、
何
気

な
く
見
て
い
る
風
景
の
な
か
に
、
上
ケ
原
の
歴
史
が
息
づ
い
て
い
る

と
い
え
ま
す
。

　

今
回
は
そ
の
な
か
で
、
関
西
学
院
構
内
古
墳
と
上
ケ
原
用
水
に
つ

い
て
お
話
し
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
関
西
学
院
移
転
以
前
の
上

ケ
原
の
歴
史
を
示
す
、
地
域
の
大
切
な
文
化
遺
産
で
あ
る
と
と
も
に
、

学
院
史
の
前
提
と
な
る
、
西
宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
の
歴
史
的
環
境

を
構
成
す
る
重
要
な
要
素
で
も
あ
り
ま
す
。
す
で
に
ご
存
じ
の
方
も

多
い
と
は
存
じ
ま
す
が
、
以
下
に
紹
介
い
た
し
ま
す
。

一
　
関
西
学
院
構
内
古
墳
と
上
ケ
原

（
一
）
関
西
学
院
構
内
古
墳

　

関
西
学
院
・
西
宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
の
構
内
、
社
会
学
部
の
裏

手
あ
た
り
に
、
小
さ
な
古
墳
が
一
つ
、
ひ
っ
そ
り
と
眠
っ
て
い
ま
す
。

関
西
学
院
構
内
古
墳
で
す
（
以
下
、
関
学
古
墳
と
略
称
）。

　

本
古
墳
は
、
直
径
約
一
二
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
三
メ
ー
ト
ル
の
円

墳
で
す
。
築
造
時
に
は
直
径
一
八
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
あ
り
ま
し
た
が
、

封
土
（
盛
り
土
）
の
流
出
や
削
平
な
ど
に
よ
り
、
現
在
は
ひ
と
ま
わ

り
小
さ
く
な
っ
て
い
ま
す
。
古
墳
の
内
部
に
は
、
埋
葬
施
設
で
あ
る

横
穴
式
石
室
が
あ
り
ま
す
。
本
来
な
ら
ば
封
土
に
埋
も
れ
て
見
え
な

い
は
ず
で
す
が
、
入
口
部
分
が
崩
壊
し
て
南
に
向
け
て
口
を
開
い
て

い
ま
す
。
墳
丘
の
頂
上
付
近
で
も
石
室
の
一
部
が
露
出
し
、
そ
の
一

角
が
崩
落
し
て
い
ま
す
。

　

横
穴
式
石
室
は
、
遺
骸
を
安
置
す
る
玄げ

ん
し
つ室

と
、
石
室
の
入
口
か
ら

玄
室
に
至
る
羨せ

ん
ど
う道

か
ら
な
り
ま
す
。
関
学
古
墳
の
玄
室
は
、
奥
行
き

四･

七
四
メ
ー
ト
ル
、
幅
一･

五
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
二･

四
メ
ー
ト

ル
あ
り
ま
す
。
石
を
六
、七
段
に
積
み
上
げ
て
側
壁
と
し
、
そ
の
上
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写真１　関学古墳の石室内部

に
大
き
な
一
枚
岩
の
天
井
石
を
四
枚
渡
し
て
い
ま
す
。
玄
室
突
き
当

た
り
の
奥
壁
も
一
枚
岩
で
す
。
羨
道
は
破
壊
さ
れ
て
い
て
全
体
像
は

不
明
で
す
が
、現
存
す
る
部
分
は
長
さ
五
メ
ー
ト
ル
、幅
一･

二
メ
ー

ト
ル
で
す
。
石
室
の
石
材
に
は
、
仁
川
渓
谷
産
の
花
崗
岩
の
河
原
石

が
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

関
学
古
墳
か
ら
は
、
副
葬
品
と
人
骨
の
一
部
が
出
土
し
ま
し
た
。

　

副
葬
品
は
、
須す

え

き
恵
器
（
完
存
品
。
坩か

ん

１
・
坏つ

き

１
）、
装
身
具
、
武

器
（
鉄て

つ

鏃ぞ
く

４
）、馬
具
（
革か

わ
お
び
と
め
か
な

帯
留
金
具ぐ

１
）
な
ど
で
す
。
須
恵
器
と
は
、

野
焼
き
で
は
な
く
登
り
窯
を
使
用
し
て
高
温
焼
成
さ
れ
た
、
灰
色
が

か
っ
た
硬
い
陶
質
土
器
の
こ
と
で
す
。
須
恵
器
の
焼
成
技
術
は
朝
鮮

半
島
か
ら
伝
わ
り
ま
し
た
。
坩
は
壺
、
坏
は
皿
形
の
容
器
で
す
。
鉄

鏃
は
鉄
製
の
矢
尻
（
矢
の
先
端
部
分
）
の
こ
と
で
す
。

　

装
身
具
の
内
容
は
多
彩
で
す
。
金き

ん
か
ん環

５
、
滑
石
製
勾ま

が
た
ま玉

１
、
琥
珀

製
棗な

つ
め
だ
ま玉

２
、
碧
玉
製
管く

だ
た
ま玉

９
、
水
晶
製
切
子
玉
６
、
ガ
ラ
ス
製
小

玉
37
が
出
土
し
ま
し
た
。
金
環
は
金
メ
ッ
キ
を
施
し
た
金
属
製
の
耳

飾
り
で
す
。
棗
玉
は
棗
の
果
実
に
似
た
形
の
玉
、
管
玉
は
細
長
い
管

状
の
玉
で
す
。
勾
玉
以
下
の
飾
玉
は
数
珠
つ
な
ぎ
に
し
て
、
首
飾
り

な
ど
に
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
骨
は
、
大
腿
骨
な
ど
の
骨
片
と
歯
（
二
個
体
分
以
上
）
が
出
土

し
ま
し
た
。
棺
は
残
存
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
お
そ
ら
く
木も

つ
か
ん棺（

木

製
の
棺
）
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
玄
室
奥
の
床
に
、
棺
を
安
置
し
た

と
思
わ
れ
る
石
の
配
列
が
あ
り
ま
す
。

　

石
室
の
構
造
や
出
土
遺
物
か
ら
、
関
学
古
墳
は
古
墳
時
代
後
期
の

六
世
紀
後
半
に
築
造
さ
れ
、
七
世
紀
初
頭
ま
で
追つ

い
そ
う葬

が
行
わ
れ
た
も

の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
古
墳
時
代
後
期
（
六
世
紀
〜
七
世
紀
初
頭
）

に
普
及
し
た
横
穴
式
石
室
は
、
そ
れ
以
前
の
竪
穴
式
石
室
と
異
な
り
、

羨
道
入
口
を
閉
ざ
し
た
石
を
取
り
除
き
、
遺
骸
を
追
加
し
て
葬
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
関
学
古
墳
の
被
葬
者
は
、
周
辺
地
域
の
有
力
な
一

家
の
主
人
と
そ
の
家
族
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

関
学
古
墳
の
調
査
は
、
関
西
学
院
の
関
係
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
そ
の
中
心
と
な
っ
た
の
が
本
学
院
教
員
の
武
藤
誠
氏
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図２　上ケ原古墳群の分布
（小林行雄「技術から見た古墳の様式」より転載）

図１　墳丘実測図（『関西学院考古』第３号より転載。一部加工）

写真３　古写真（1935 年ころ撮影）
（武藤誠「古墳のあるキャンパス」より転載）

写真２　現在の関学古墳
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図３　上ケ原の遺跡分布
［国土地理院「地理院地図（電子国土 Web）」に加筆］



116

（
一
九
〇
七
〜
九
五
年
）
で
す
。
武
藤
氏
は
考
古
学
が
専
門
の
歴
史

研
究
者
で
あ
り
、
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
よ
り
本
学
院
で
教
鞭
を

執
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）、
武
藤
氏
と
協
力
者
四
名
に
よ
る

実
測
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
調
査
当
時
、
古
墳
の
石
室
は
開
口

し
て
お
り
、
内
部
に
は
土
砂
が
堆
積
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

正
確
な
測
量
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
古
墳
の
現
状
を
把
握
し
、

そ
の
重
要
性
を
提
示
す
る
上
で
、
貴
重
な
調
査
と
な
り
ま
し
た
。

　

つ
ぎ
に
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）、
西
宮
市
史
編
纂
作
業
の

一
環
と
し
て
、
武
藤
氏
と
文
学
部
史
学
科
の
学
生
・
Ｏ
Ｂ
ら
に
よ
る

本
格
的
な
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
前
述
の
副
葬

品
と
人
骨
の
一
部
が
出
土
し
、
関
学
古
墳
の
学
術
的
意
義
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。

　

以
上
の
調
査
が
関
学
関
係
者
の
手
で
な
さ
れ
た
こ
と
は
、
本
学
院

に
と
り
ま
し
て
も
意
義
深
い
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

（
二
）
上
ケ
原
古
墳
群

　

関
学
古
墳
は
、
こ
れ
一
基
の
み
が
孤
立
し
て
存
在
し
た
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
関
学
古
墳
を
含
め
、
か
つ
て
こ
の
あ
た
り
に
は
、
数
十

基
の
小
円
墳
か
ら
な
る
上
ケ
原
古
墳
群
が
あ
り
ま
し
た
。

　

古
墳
群
の
う
ち
、
上
ケ
原
古
墳
群
の
よ
う
に
、
小
規
模
な
古
墳
が

限
定
さ
れ
た
範
囲
内
に
密
集
す
る
も
の
を
、
と
く
に
群
集
墳
と
い
い

ま
す
。
横
穴
式
石
室
を
も
つ
古
墳
が
多
い
で
す
。
群
集
墳
は
六
世
紀

後
半
に
爆
発
的
に
増
加
し
、
七
世
紀
後
半
こ
ろ
ま
で
各
地
で
盛
ん
に

造
ら
れ
ま
し
た
。
群
集
墳
は
同
族
集
団
の
家
族
墓
の
集
合
体
で
す
。

そ
の
担
い
手
は
、
小
豪
族
・
渡
来
人
・
技
術
者
集
団
な
ど
多
様
で
す
。

　

以
下
、
上
ケ
原
古
墳
群
に
関
す
る
記
録
を
紹
介
し
ま
す
。

　

図
２
は
、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
に
小
林
行
雄
氏
が
発
表
し
た

写真４　関学古墳の出土品
（『西宮市史』第７巻より転載）
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論
文
「
技
術
か
ら
見
た
古
墳
の
様
式
」（『
考
古
学
』
第
五
巻
第
六
号
）

に
掲
載
さ
れ
た
、
上
ケ
原
古
墳
群
の
分
布
図
で
す
。
現
在
の
関
学
ハ

ミ
ル
館
あ
た
り
の
状
況
を
示
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
二
〇
基
も

の
円
墳
が
描
か
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
一
四
基
に
は
横
穴
式
石
室

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
非
常
に
狭
い
範
囲
に
、
小
さ
な
円
墳
が
密
集

し
て
い
る
様
子
が
わ
か
り
ま
す
。

  

紅
野
芳
雄
『
考
古
小
録
』（
西
宮
史
談
会　

一
九
四
〇
年
）
に
は
、

「
遺い

蹟せ
き

（
上
ケ
原
新し

ん
で
ん田

墓
地
遺
跡
―
引
用
者
註
）
上
に
三
箇
の
破
壊

せ
ら
れ
た
る
古
墳
あ
り
（
以
前
は
沢
山
有
り
し
が
如
し
）。
又
墓
地

東
方
に
於お

い
て
も
約
十
四
の
古
墳
を
認
む
。
内
三
基
は
開
口
し
居
れ

ど
封
土
完
存
、
他
は
封
土
破
壊
し
石せ

つ
か
く槨

露
出
す
。
大
部
分
は
葺ふ

き
い
し石

を

有
せ
り
。」（
昭
和
七
年
一
月
二
十
四
日
条
）
と
あ
り
ま
す
。
上
ケ
原

新
田
墓
地
遺
跡
と
は
、
地
元
の
村
で
あ
る
上
ケ
原
新
田
の
共
同
墓
地

（
関
学
古
墳
に
隣
接
）
の
周
辺
に
存
在
し
た
、弥
生
時
代
の
遺
跡
で
す
。

こ
の
あ
た
り
に
も
一
〇
基
以
上
の
古
墳
が
あ
り
ま
し
た
。

　

小
林
氏
と
紅
野
氏
の
記
述
は
、
あ
る
い
は
同
一
地
域
の
こ
と
を
示

し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
武
藤
氏
も
、「
学
院
移
転
以
前
の
此こ

の
地
の
状
況
を
知
悉
せ

る
筆
者
の
記
憶
に
よ
る
と
、
ハ
ミ
ル
館
及
庭
球
部
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の

あ
る
辺
一
帯
の
松
林
に
は
累
々
た
る
古
墳
の
群
集
が
見
ら
れ
、
石

室
の
暴
露
せ
る
も
の
も
あ
り
、
内
に
一
基
き
は
め
て
完
全
な
高
さ

約
二
間
の
封
土
を
有
せ
る
も
の
さ
へ
あ
つ
た
。
之こ

れ

す
ら
今
は
そ
の  

俤お
も
か
げす

ら
見
得
ぬ
の
は
残
念
で
あ
る
。」
と
回
顧
し
て
い
ま
す
（「
学

院
構
内
の
一
古
墳
に
就
て
―
郷
土
史
雑
記
―
」『
甲
陵
』
第
七
号　

一
九
三
五
年
）。

　

上
ケ
原
古
墳
群
は
、
関
学
の
裏
手
（
西
側
）
に
あ
る
神
戸
市
水
道

局
上
ケ
原
浄
水
場
か
ら
、
関
学
の
北
西
部
（
第
１
教
授
研
究
館
・
ハ

ミ
ル
館
の
あ
た
り
）
に
至
る
、
東
西
約
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
南
北

約
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
範
囲
と
し
ま
し
た
。
上
ケ
原
台
地
の
西
北

端
、
台
地
の
縁へ

り

か
ら
仁
川
へ
続
く
斜
面
に
か
け
て
築
か
れ
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。
残
念
な
が
ら
、
上
ケ
原
浄
水
場
の
造
成
﹇
大
正
六
年

（
一
九
一
七
）
完
成
﹈
や
、
関
西
学
院
の
上
ケ
原
移
転
﹇
昭
和
四
年

（
一
九
二
九
）
移
転
完
了
﹈、
仁
川
沿
い
の
住
宅
地
（
現
仁
川
百
合
野

町
）
の
開
発
な
ど
に
よ
り
、
関
学
古
墳
お
よ
び
上
ケ
原
浄
水
場
構
内

に
姿
を
と
ど
め
る
上
ケ
原
浄
水
場
構
内
古
墳
の
二
基
を
残
し
て
、
消

滅
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

関
学
時
計
台
の
裏
、
図
書
館
や
Ｈ
号
館
の
建
つ
あ
た
り
に
も
、
か

つ
て
古
墳
が
存
在
し
ま
し
た
。
も
と
も
と
こ
の
場
所
に
は
、
江
戸
時

代
初
期
に
造
ら
れ
た
溜
池
で
あ
る
神か

ん

呪の

池
が
あ
り
ま
し
た
。
大
正
三

年
（
一
九
一
四
）、
神じ

ん
じ
ゅ呪

寺じ

村
の
人
た
ち
が
池
の
底
浚
い
を
し
て
い

た
と
こ
ろ
、
池
の
底
か
ら
崩
れ
落
ち
た
状
態
の
大
石
が
出
現
し
、
そ

の
下
か
ら
直ち

ょ
く
と
う刀

の
残
欠
や
鐔つ

ば

、
須
恵
器
の
坏
・
長ち

ょ
う
け
い
こ

頸
壺
な
ど
が
発
見
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さ
れ
ま
し
た
。
神
呪
池
を
造
成

す
る
さ
い
、
す
で
に
崩
壊
し
て

い
た
古
墳
を
池
の
中
に
取
り
込

ん
だ
よ
う
で
す
。

　

昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）、

神
呪
池
は
関
学
の
校
舎
建
設
に

よ
り
潰
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
と

き
の
調
査
で
は
、
古
墳
の
痕
跡

や
遺
物
は
確
認
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
大
正
三
年
の
発
見
時
に

完
全
に
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た

よ
う
で
す
。
こ
の
古
墳
は
神
呪

池
古
墳
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

上
ケ
原
古
墳
群
の
一
員
で
し
ょ

う
。

　

同
古
墳
群
は
さ
ら
に
南
へ
広
が
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
昭
和
五
十
三

年
（
一
九
七
八
）、
関
学
・
文
学
部
本
館
北
側
の
植
え
込
み
に
お
い
て
、

須
恵
器
片
が
採
集
さ
れ
ま
し
た
。
採
集
し
た
の
は
関
西
学
院
大
学
考

古
学
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
で
す
。
ま
た
同
時
期
の
関
学
構
内
（
地
点

不
明
）
に
は
、
大
型
の
花
崗
岩
石
材
が
数
個
放
置
さ
れ
て
い
た
そ
う

で
す
。
こ
れ
ら
は
古
墳
の
出
土
遺
物
と
石
室
の
石
材
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

問
題
は
そ
の
出
所
で
す
が
、
法
学
部
校
舎
の
可
能
性
が
高
い
で
す
。

ち
ょ
う
ど
同
じ
こ
ろ
同
校
舎
が
竣
工
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
す
な
わ

ち
、
法
学
部
校
舎
の
位
置
に
か
つ
て
古
墳
が
存
在
し
、
後
世
の
造
成

に
よ
り
破
壊
さ
れ
埋
没
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
今
回
の
新
築
工
事
で
完

全
に
破
壊
さ
れ
て
、
須
恵
器
片
は
廃
土
と
と
も
に
植
え
込
み
に
廃
棄

さ
れ
、
石
材
も
取
り
除
か
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

も
は
や
手
遅
れ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
関
学
構
内
は
埋
蔵
文
化
財
包

蔵
地
に
準
じ
た
地
域
と
し
て
、
校
舎
な
ど
の
造
成
時
に
は
一
定
の
配

慮
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
ま
す
。

（
三
）
上
ケ
原
台
地
の
古
墳

　

上
ケ
原
台
地
に
は
上
ケ
原
古
墳
群
と
は
別
に
、
古
墳
群
を
営
ま
な

い
独
立
し
た
古
墳
と
し
て
、
車く

る
ま
づ
か塚

古
墳
・
入い

り
ぐ
み組

野の

古
墳
・
門も

ん

戸ど

天て
ん

神じ
ん
う
ら裏

古
墳
な
ど
が
存
在
し
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
注
目
さ
れ
る
の
が

車
塚
古
墳
で
す
。
こ
の
古
墳
は
、
上
ケ
原
に
お
け
る
唯
一
の
前
方
後

円
墳
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
現
在
の
関
西
学
院
敷
地
（
中
学

部
）
の
南
東
角
あ
た
り
に
存
在
し
た
よ
う
で
す
。

　

享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）
編
纂
の
地
誌
『
五
畿
内
志
』
に
は
、

摂
津
国
武
庫
郡
内
の「
荒
墳
」の
一
つ
と
し
て「
車
冢つ

か

ハ
上
原
新
田
村
」

と
あ
り
ま
す
。
こ
の
記
述
か
ら
、上
ケ
原
新
田
の
範
囲
に
「
車
冢
（
＝

写真５　完成直後の関西学院と神呪池
（関西学院大学学院史編纂室所蔵）
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塚
）」
と
称
さ
れ
る
古
墳
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
車
塚
と

い
う
呼
称
は
各
地
に
み
ら
れ
、
た
い
て
い
は
前
方
後
円
墳
を
意
味
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
関
西
学
院
大
学
図
書
館
収
蔵
の
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）

二
月
「
上
ケ
原
新
田
・
五
ケ
庄
井
論
争
図
」（「
段
上
村
文
書
」）
に
は
、

上
ケ
原
の
中
央
部
に
い
か
に
も
古
墳
を
思
わ
せ
る
塚
が
描
か
れ
て
い

て
、そ
こ
に「
高
塚
」と
記
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の「
高
塚
」と「
車

冢
」
は
同
一
の
古
墳
、
す
な
わ
ち
、
車
塚
古
墳
を
指
す
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
車
塚
古
墳
は
、
江
戸
時
代
の
住
人
に
と
っ
て
は
、
上
ケ

原
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
の
一
つ
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

前
方
後
円
墳
は
日
本
独
特
の
形
を
し
た
古
墳
で
す
。
こ
の
形
式
の

古
墳
を
造
る
こ
と
が
で
き
た
人
物
は
、
ヤ
マ
ト
政
権
の
王
と
、
政
権

に
参
加
し
た
有
力
豪
族
に
ほ
ぼ

限
定
さ
れ
ま
し
た
。
と
て
も
格

の
高
い
形
式
の
古
墳
で
す
。
す

る
と
車
塚
古
墳
の
被
葬
者
が
誰

な
の
か
、
気
に
な
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
残
念
な
が
ら
わ
か
り
ま

せ
ん
。
こ
の
地
域
で
有
力
な
豪

族
の
一
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
確

か
な
よ
う
で
す
。

　

車
塚
古
墳
は
上
ケ
原
で
唯
一
の
前
方
後
円
墳
と
し
て
意
義
深
い
古

墳
で
し
た
が
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
に
破
壊
さ
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
入
組
野
古
墳
と
門
戸
天
神
裏
古
墳
も
戦
後
の
宅
地
開
発
に
よ

り
破
壊
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
入
組
野
古
墳
の
石
室
は
、
関
係
者

の
尽
力
に
よ
り
、
近
所
の
県
立
西
宮
高
等
学
校
の
敷
地
に
移
築
保
存

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

以
上
、
上
ケ
原
の
古
墳
を
築
造
の
順
に
並
べ
る
と
、
六
世
紀
前
半

か
ら
中
頃
＝
車
塚
古
墳
・
門
戸
天
神
裏
古
墳
、
六
世
紀
後
半
か
ら
七

世
紀
初
頭
＝
上
ケ
原
古
墳
群
、
七
世
紀
＝
入
組
野
古
墳
、
と
な
り
ま

す
。
車
塚
古
墳
を
除
き
、
い
ず
れ
も
上
ケ
原
台
地
の
縁
辺
部
に
築
か

れ
ま
し
た
。
平
野
部
を
見
下
ろ
し
、
ま
た
平
野
部
か
ら
仰
ぎ
見
ら
れ

る
位
置
で
す
。
古
墳
は
人
々
か
ら
見
ら
れ
る
こ
と
を
意
識
し
て
築
造

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
上
ケ
原
古
墳
群
と
入
組
野
古
墳
の
立
地
は
、

明
ら
か
に
仁
川
か
ら
の
視
線
を
意
識
し
た
も
の
で
す
。
仁
川
渓
谷
の

入
口
付
近
は
、
平
野
部
に
居
住
す
る
人
々
の
墓
域
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
こ
で
改
め
て
気
付
か
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
上
ケ

原
台
地
と
そ
の
周
辺
に
存
在
し
た
遺
跡
の
多
く
が
、
と
く
に
大
正
か

ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
破
壊
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
の
時
期
は
、

大
阪
や
神
戸
な
ど
で
市
街
地
の
拡
大
が
急
速
に
進
み
、
郊
外
地
に
お

け
る
宅
地
開
発
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
時
期
と
重
な
り
ま
す
。
都
市
の

写真６　描かれた車塚古墳
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膨
張
と
郊
外
地
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
化
で
す
。
大
学
の
都
市
郊
外
へ
の

移
転
も
こ
の
時
期
に
相
次
い
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
の
上
ケ
原
台
地
と
そ
の
周
辺
の
基
本
的
景
観
は
、
ま
さ
に
こ

の
時
期
に
成
立
し
ま
し
た
。
上
ケ
原
浄
水
場
や
甲
東
園
駅
（
当
初
は

甲
東
園
前
停
留
所
）、
学
校
﹇
関
西
学
院
・
神
戸
女
学
院
・
神
戸
女

子
神
学
校
（
現
関
学
教
育
学
部
）﹈、
百
合
野
町
の
住
宅
地
な
ど
で
す
。

そ
の
一
方
で
、
開
発
の
波
を
う
け
て
、
上
ケ
原
古
墳
群
を
は
じ
め
多

く
の
遺
跡
が
破
壊
さ
れ
消
滅
し
ま
し
た
。
時
代
の
流
れ
と
い
っ
て
し

ま
え
ば
そ
れ
ま
で
で
す
が
、
と
て
も
残
念
に
思
い
ま
す
。
そ
し
て
こ

の
流
れ
は
、
戦
後
の
高
度
経
済
成
長
期
に
お
い
て
、
全
国
的
に
拍
車

が
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

二
　
上
ケ
原
の
開
発
と
上
ケ
原
用
水

（
一
）
上
ケ
原
新
田

　

江
戸
時
代
の
上
ケ
原
の
話
に
移
り
ま
す
。
写
真
７
は
、
関
学
移
転

前
の
上
ケ
原
（
関
学
建
設
予
定
地
）
を
西
側
か
ら
撮
影
し
た
古
写
真

で
す
。
広
々
と
連
な
る
田
畑
、
茅
葺
き
屋
根
の
民
家
、
溜
池
な
ど
が

見
ら
れ
ま
す
。
関
学
移
転
前
の
上
ケ
原
は
、
一
面
に
田
畑
が
広
が
る

農
村
風
景
が
展
開
し
て
い
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
に
入
る
ま
で
、
上
ケ
原
は
な
が
ら
く
芝
野
（
低
木
の
生

え
た
草
地
）
や
荒
れ
地
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
お
そ
ら
く
、
安
定
し
た

農
業
を
営
む
た
め
に
必
要
な
水
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

そ
の
た
め
、
村
落
や
耕
地
は
上
ケ
原
台
地
を
下
っ
た
平
野
部
に
営
ま

れ
、
上
ケ
原
は
周
辺
村
落
の
採
草
地
と
し
て
利
用
さ
れ
る
に
す
ぎ
ま

せ
ん
で
し
た
。
上
ケ
原
と
い
う
名
称
も
、
麓
の
村
々
か
ら
見
て
、
台

地
の
上
の
平
原
で
あ
る
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
上
ケ
原
は
、
人
々

が
定
住
生
活
を
営
む
た
め
の
条

件
に
乏
し
い
地
域
で
し
た
。
と

こ
ろ
が
江
戸
時
代
前
期
の
承
応

元
年
（
一
六
五
二
）
こ
ろ
、
大

坂
西
成
郡
佃
村
の
孫
右
衛
門
・

九
左
衛
門
ら
に
よ
る
開
発
が
な

さ
れ
、
同
地
は
豊
か
な
水
田
の

広
が
る
農
村
へ
と
生
ま
れ
変
わ

り
ま
し
た
。
上
ケ
原
新し

ん
で
ん田

（
村
）

の
誕
生
で
す
。

　

孫
右
衛
門
と
九
左
衛
門
は
、

当
時
の
開
発
請
負
業
者
で
す
。

彼
ら
は
当
地
域
を
治
め
る
尼
崎

藩
の
許
可
を
得
て
、
上
ケ
原
台

地
の
開
発
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

写真７　関西学院移転前の校地
（関西学院大学学院史編纂室所蔵）
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上
ケ
原
の
開
発
に
は
、
農
業
生
産
に
不
可
欠
な
水
を
ま
ず
確
保
す

る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
上
ケ
原
台
地
の
す
ぐ
北
側
を
仁
川
が
流
れ

て
い
ま
す
が
、
台
地
よ
り
も
低
い
位
置
を
流
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ

か
ら
仁
川
の
水
を
上
ケ
原
へ
直
接
引
き
込
む
こ
と
は
無
理
で
し
た
。

そ
こ
で
仁
川
を
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
遡
り
、
上
ケ
原
台
地
と
ほ
ぼ

同
じ
標
高
の
地
点
か
ら
水
を
取
り
込
み
、
用
水
路
を
介
し
て
上
ケ
原

ま
で
導
き
ま
し
た
。
こ
の
用
水
路
を
上
ケ
原
用
水
と
い
い
ま
す
。
上

ケ
原
用
水
の
開
削
に
よ
り
水
の
問
題
は
解
消
さ
れ
、
上
ケ
原
の
開
発

が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
田
畑
を
開
墾
し
て
維
持
し
て
い
く
に
は
、
現
地
に
居
住
し
、

農
業
に
従
事
す
る
住
人
の
存
在
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
開
拓
地
の
住

人
と
な
る
べ
き
人
々
が
集
め
ら
れ
、
上
ケ
原
の
地
に
、
彼
ら
の
生
活

の
拠
点
と
な
る
集
落
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
新
た
な
住
人
た
ち
は
、
い
っ
た
い
ど
こ
か
ら
や
っ
て
来
た

の
で
し
ょ
う
か
。
関
学
図
書
館
収
蔵
文
書
の
一
つ
に
、
天
明
三
年

（
一
七
八
三
）
四
月
「
切
死
丹
宗
門
御
制
禁
寺
請
帳
」（「
上
ケ
原
新

田
文
書
」）
と
い
う
、
上
ケ
原
新
田
の
住
人
の
宗
旨
・
檀
那
寺
を
書

き
上
げ
た
帳
簿
が
あ
り
ま
す
。
江
戸
時
代
の
民
衆
は
家
ご
と
に
所
属

す
る
寺
院
（
檀
那
寺
）
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
本
史
料
は
住
人

の
出
身
地
を
直
接
示
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
上
ケ
原
新
田

に
は
寺
院
が
存
在
せ
ず
、
住
人
は
実
家
の
檀
那
寺
に
所
属
し
た
ま
ま

世
代
を
経
て
い
る
の
で
、
出
身
地
の
お
お
よ
そ
の
傾
向
が
わ
か
り
ま

す
。
す
る
と
、
津つ

と門
村
・
神か

ん
の
う呪

村
・
広
田
村
・
門も

ん

戸ど

村
・
中
村
（
以

上
、
現
西
宮
市
）
や
鹿か

塩し
お

村
（
現
宝
塚
市
）
な
ど
、
上
ケ
原
台
地
周

辺
の
村
々
が
彼
ら
の
お
も
な
出
身
地
と
な
り
ま
す
（
表
１
）。

　

す
な
わ
ち
、
上
ケ
原
台
地
周
辺
の
村
々
か
ら
、
お
そ
ら
く
は
農
家

の
次
男
・
三
男
た
ち
が
、
可
能
性
に
満
ち
た
新
天
地
の
住
人
と
な
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
村
人
の
数
は
時
期
に
よ
っ
て
増
減
が
あ
り

ま
す
が
、
寺
請
帳
の
作
成
さ
れ
た
天
明
三
年
段
階
の
家
数
は
九
四
軒
、

人
口
は
四
六
八
人
で
す
。

　

村
の
中
心
と
な
る
集
落
は
、
現
在
の
関
西
学
院
の
南
西
に
位
置
す

る
山
手
町
の
一
帯
で
す
。
戦
前
に
発
行
さ
れ
た
地
図
や
地
誌
、
た
と

え
ば
図
４
の
『
兵
庫
県
武
庫
郡
甲
東
村
土
地
宝
典
』（
大
日
本
帝
国

市
町
村
地
図
刊
行
会　

一
九
四
〇
年
）
に
は
、
山
手
町
の
あ
た
り
は

「
ケ
市
」
と
表
記
さ
れ
て
い
ま
す
。「
か
い
ち
」
と
読
み
、
小
集
落
を

意
味
す
る
垣
内
（
か
い
と
・
か
い
ち
）
と
同
義
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

山
手
町
の
旧
集
落
に
は
、
村
の
鎮
守
で
あ
る
八
幡
神
社
が
鎮
座
し

て
い
ま
す
。
社
伝
に
よ
る
と
、
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）、
上
ケ
原

台
地
を
南
に
下
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
広
田
社
か
ら
、
祭
神
の
一
つ
で

あ
る
応
神
天
皇
を
分
祀
し
て
成
立
し
ま
し
た
。
八
幡
神
社
は
村
の
領

域
全
体
を
見
下
ろ
す
位
置
に
あ
り
、
二
の
鳥
居
の
す
ぐ
前
を
上
ケ
原
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用
水
が
流
れ
て
い
ま
す
。

村
の
中
心
に
ふ
さ
わ
し

い
立
地
で
す
。

　

な
お
『
甲
東
村
土
地

宝
典
』
は
、
や
や
古
い

地
図
に
基
づ
い
て
作
成

さ
れ
た
よ
う
で
す
。
関

西
学
院
の
敷
地
が
田
畑

の
区
画
で
表
現
さ
れ
て

お
り
、
関
学
移
転
前
の

土
地
利
用
の
状
況
が
わ

か
り
ま
す
。「
関
西
大
学
」
と
の
表
記
は
ご
愛
敬
で
し
ょ
う
。
ま
た

現
在
の
関
学
中
学
部
前
の
あ
た
り
に
、
地
番
な
ど
の
表
記
の
な
い
、

い
び
つ
な
形
の
土
地
が
見
ら
れ
ま
す
（
図
４
の
丸
枠
部
分
）。
あ
る

い
は
車
塚
古
墳
の
痕
跡
を
示
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
（
文
学

部
講
師
金
子
直
樹
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
）。

　

村
の
田
畑
は
、
一
番
割わ

り

か
ら
十
二
番
割
ま
で
、
比
較
的
均
等
な

面
積
に
地じ

割わ
り

（
区
分
け
）
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
上
ケ
原
の
各
町

は
、
一
番
町
・
二
番
町
と
い
っ
た
番
号
に
基
づ
く
町
名
で
表
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
町
名
は
江
戸
時
代
の
地
割
に
由
来
し
ま
す
（
た
だ

し
、
江
戸
時
代
の
地
割
と
現
在
の
町
の
範
囲
は
必
ず
し
も
一
致
し
ま

せ
ん
）。
地
割
の
番
号
は
、上
ケ
原
用
水
か
ら
取
水
す
る
順
番
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
後
述
す
る
分ぶ

ん
す
い水

樋ひ

に
も
っ
と
も
近
い
位
置
に

一
番
割
（
現
一
番
町
）
が
あ
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
上
ケ
原
の
大
半
は
市
街
地
化
し
て
い
ま
す
が
、
二
番
町
や

六
番
町
の
あ
た
り
に
は
、
所
々
に
ま
だ
田
畑
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ

ら
の
田
畑
は
、
江
戸
時
代
に
開
発
さ
れ
た
新
田
の
名
残
で
す
。

（
二
）
上
ケ
原
用
水

　

上
ケ
原
新
田
の
田
畑
を
潤
す
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
上
ケ

原
用
水
で
す
。
用
水
路
は
仁
川
上
流
の
取
水
口
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

岩
場
の
多
い
仁
川
渓
谷
を
し
ば
ら
く
遡
上
し
た
と
こ
ろ
に
字
大お

い井
滝だ

き

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
大
井
滝
の
少
し
上
流
付
近
か
ら
仁
川
の
水
の
一

部
が
用
水
路
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
仁
川
渓
谷
を
経
由
し
て
上
ケ
原
に

達
し
ま
す
。そ
し
て
山
手
町
に
沿
っ
て
南
流
し
、上
ケ
原
台
地
を
下
っ

て
東ひ

が
し
が
わ川

（
御み

た手
洗ら

し
が
わ川

）
に
流
れ
込
み
ま
す
。
そ
の
間
、
流
れ
を
東
側

へ
い
く
つ
も
分
岐
さ
せ
て
、
台
地
上
の
田
畑
を
潤
し
ま
す
。
上
ケ
原

台
地
は
西
か
ら
東
へ
向
か
っ
て
緩
く
傾
斜
し
て
い
ま
す
（
西
宮
上
ケ

原
キ
ャ
ン
パ
ス
を
正
門
か
ら
時
計
台
に
向
か
っ
て
歩
く
と
わ
か
り
ま

す
）。
こ
の
傾
斜
を
上
手
く
利
用
し
て
、
台
地
の
高
所
に
用
水
路
の

本
流
を
通
し
、
そ
こ
か
ら
流
れ
を
分
岐
さ
せ
て
、
低
い
位
置
へ
水
を

流
す
仕
組
み
で
す
。

写真８　上ケ原用水
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表１ 「切死丹宗門御制禁寺請帳」にみる檀那寺の分布 

宗 派 寺 院 所在地（現在） 檀那軒数 
一向宗

 
禅　宗
真言宗

 
 

 
 

 
浄土宗

合計軒数

 
 

津門村念立寺
田邊村常永寺
小濱村豪摂寺
(佃村正行寺）
西宮海清寺 
甲山神呪寺
鹿塩村金龍寺
門戸村東光寺 
高木村大日寺
高木村法心寺
広田村豊乗寺
中村観音寺
越水村泉福寺
津門村昌林寺 

西宮市津門西口町
神戸市東灘区本山北町
宝塚市小浜 
(大阪市西淀川区佃）
西宮市六湛寺町 
西宮市甲山町 
宝塚市鹿塩 
西宮市門戸西町 
西宮市高木東町 
西宮市高木西町 
西宮市広田町
西宮市中前田町
西宮市越水町
西宮市津門西口町

 

３３
２
１

（２人）
２

１５
１１
５
１
１

１４
５
３
１

 

９４ 

 （註１）佃村正行寺は請負人（佃村居住）の檀那寺。軒数より除く。
（註２）甲山神呪寺は18Ｃ中頃まで神呪村（現西宮市神呪町・上甲
　　　　東園付近）に所在。神呪村との関係が深い。 

図４　『兵庫県武庫郡甲東村土地宝典』にみる上ケ原（部分）
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図５　大井滝用水水路図
（『西宮市史』第２巻付図「大井滝用水水路図」の主要部を転載。一部加筆）
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と
こ
ろ
で
仁
川
の
水
は
、
上
ケ
原
新
田
の
開
設
以
前
か
ら
、
す

で
に
上
ケ
原
周
辺
の
村
々
が
農
業
用
水
と
し
て
利
用
し
て
い
ま
し

た
。
ま
ず
上
ケ
原
か
ら
見
て
か
な
り
上
流
の
湯
ノ
口
か
ら
取
水
さ
れ
、

社し
ゃ

家け

郷ご
う

（
西
宮
町
・
広
田
村
・
中
村
・
越こ

し
み
ず水

村
）
が
利
用
し
ま
し
た
。

つ
ぎ
に
湯
ノ
口
の
下
流
に
お
い
て
取
水
さ
れ
て
、
大お

市い
ち

五
ヶ
村
（
上

大
市
村
・
下
大
市
村
・
段だ

ん
の
う
え上

村
・
門
戸
村
・
神
呪
村
）
が
利
用
し

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
仁
川
に
は
、
こ
れ
を
利
用
す
る
村
々
の
水
利
権
が
設

定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
誰
も
が
自
由
に
使
え
る
水
で
は
な
か
っ
た
の

で
す
。
仁
川
の
水
は
周
辺
の
ど
の
村
に
と
っ
て
も
重
要
で
し
た
。
そ

の
た
め
、
上
ケ
原
の
開
拓
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
の
限
り
あ
る
仁
川
の

水
の
分
配
が
問
題
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
当
地
域
の
領
主
で
あ
る
尼
崎
藩
主
青
山
幸よ

し
と
し利

の
取
り
計

ら
い
に
よ
り
、
社
家
郷
は
湯
ノ
口
で
の
取
水
量
を
減
ら
し
て
上
ケ
原

新
田
に
水
を
ま
わ
し
、
社
家
郷
の
不
足
分
は
藩
費
で
池
を
掘
っ
て
補

塡
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
上
ケ
原
新
田
と
大
市
五
ヶ
村
の

間
で
も
協
定
が
結
ば
れ
ま
し
た
。
関
学
図
書
館
収
蔵
の
承
応
二
年

（
一
六
五
三
）十
一
月
朔
日「
仁
川
新
井
溝
下
荒
地
村
割
り
証
文
」（「
上

ケ
原
新
田
文
書
」）
に
よ
る
と
、
仁
川
の
水
を
上
ケ
原
新
田
が
利
用

す
る
条
件
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
大
市
五
ヶ
村
が
使
用
し
て
き
た
水
量

（「
先
規
よ
り
之
分
量
」）は
維
持
さ
れ
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

写真９　「仁川新井溝下荒地村割り証文」
（関西学院大学図書館収蔵）
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こ
う
し
て
仁
川
を
め
ぐ
る
村
落
間
の
利
害
は
一
応
調
整
さ
れ
、
上

ケ
原
新
田
の
水
利
権
が
確
定
し
ま
し
た
。

　

上
ケ
原
用
水
の
開
削
に
は
多
く
の
労
力
が
必
要
と
さ
れ
ま
し
た
。

仁
川
上
流
の
取
水
口
（
大
井
滝
堰
）
か
ら
上
ケ
原
新
田
の
入
口
ま
で
、

お
よ
そ
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ
り
ま
す
。
こ
の
間
は
仁
川
沿
い
の
傾
斜

地
に
用
水
路
を
通
す
の
で
す
が
、
と
く
に
大
井
滝
堰
か
ら
約
八
〇
〇

メ
ー
ト
ル
の
間
は
、
急
峻
な
岩
山
が
川
の
両
岸
に
迫
る
渓
谷
で
あ
り
、

用
水
路
の
開
削
は
な
か
な
か
の
難
工
事
と
な
り
ま
し
た
。
岩
を
割
り
、

石
垣
を
築
き
、
伏ふ

せ

樋び

（
地
下
水
路
）
を
掘
削
す
る
な
ど
し
て
、
や
っ

と
の
こ
と
で
用
水
路
を
通
し
た
の
で
し
た
。

　

明
和
五
年
（
一
七
六
八
）、
仁
川
の
洪
水
に
よ
り
、
大
井
滝
付
近

の
用
水
施
設
（
堰
、
水
路
の
石
垣
、
岩
場
に
渡
し
た
筧か

け
ひな

ど
）
が
大

破
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
大
井
滝
の
あ
た
り
は
水
の
勢
い
が
強
く
、

こ
れ
ま
で
何
度
も
用
水
施
設
が
破
損
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
上
ケ
原

新
田
の
人
々
は
、
恒
久
的
な
水
路
の
構
築
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
す

な
わ
ち
、
従
来
の
堰
の
少
し
上
流
に
新
た
な
大
井
滝
堰
を
築
き
、
そ

の
脇
に
あ
る
岩
山
を
七
〇
間
（
一
二
七
メ
ー
ト
ル
）
に
わ
た
っ
て
掘

り
抜
い
て
水
路
を
通
し
、
こ
れ
を
既
存
の
用
水
路
に
接
続
さ
せ
ま

し
た
。
岩
穴
は
、
着
工
か
ら
三
四
年
余
り
が
経
過
し
た
享
和
三
年

（
一
八
〇
三
）
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
は
、
人
々
が
心
血
を
注
い
で
整
備
し
た
上
ケ
原
用
水
を
、

上
流
に
向
か
っ
て
た
ど
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

関
西
学
院
裏
手
の
分
水
樋
付
近
か
ら
地
す
べ
り
資
料
館
ま
で
、
上

ケ
原
用
水
に
沿
っ
て
散
歩
道
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
道
を
仁
川
と

の
高
低
差
を
感
じ
な
が
ら
進
む
と
、
や
が
て
地
す
べ
り
資
料
館
に
至

り
ま
す
。
地
す
べ
り
資
料
館
の
あ
る
一
帯
は
、
一
九
九
五
年
一
月
の

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
地
す
べ
り
が
発
生
し
た
現
場
で
す
。
こ
の
地

す
べ
り
に
よ
っ
て
三
〇
人
以
上
の
人
命
が
失
わ
れ
、
用
水
路
も
破
壊

さ
れ
ま
し
た
。

　

地
す
べ
り
資
料
館
を
過
ぎ
る
と
仁
川
渓
谷
に
入
り
ま
す
。
用
水
路

は
渓
谷
の
急
斜
面
に
沿
っ
て
、狭
い
山
道
と
並
行
し
て
流
れ
ま
す（
写

真
10
）。
水
の
獲
得
に
か
け
る
先
人
た
ち
の
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る

よ
う
な
場
所
で
す
が
、
現
在
、
地
す
べ
り
資
料
館
か
ら
先
へ
は
、
危

写真10　渓谷沿いの用水路

写真 11　伏樋
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険
に
つ
き
立
ち
入
り
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

用
水
路
は
や
が
て
岩
に
突
き
当
た
り
、
伏
樋
に
な
り
ま
す
（
写
真

11
）。
そ
し
て
再
び
地
表
に
出
る
と
、今
度
は
岩
壁
に
ぶ
つ
か
り
ま
す
。

岩
壁
は
縦
に
深
く
掘
り
込
ま
れ
、
そ
の
掘
り
込
み
の
底
を
用
水
が
貫

流
し
ま
す
（
写
真
12
）。
岩
を
穿
っ
た
箇
所
に
は
、
今
で
も
当
時
の

鏨た
が
ねの

跡
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

や
や
怖
い
思
い
を
し
て
岩
壁
を
通
過
す
る
と
、広
い
岩
場
（
岩
山
）

に
出
ま
す
。
上
ケ
原
用
水
は
こ
の
岩
場
を
隧ず

い
ど
う道

（
岩
穴
・
ト
ン
ネ
ル
）

で
突
き
抜
け
て
流
れ
て
い
き
ま
す
。
岩
場
を
過
ぎ
る
と
大
井
滝
堰
の

取
水
口
に
至
り
ま
す
。
大
井
滝
付
近
に
は
、
岩
と
岩
を
繋
い
で
用
水

路
を
通
す
石
垣
な
ど
も
見
ら
れ
ま
す
。

（
三
）
分
水
樋

　

関
西
学
院
の
裏
手
に
上
ケ
原
用
水
の
分
水
樋
が
あ
り
ま
す
。
分
水

樋
と
は
、
用
水
路
の
流
れ
を
い
く
つ
か
に
分
け
る
堰
の
こ
と
で
す
。

上
ケ
原
用
水
は
こ
こ
で
、
上
ケ
原
新
田
（
山
手
町
方
面
）
に
向
か
う

上
ケ
原
用
水
の
本
流
と
、
門
戸
村
・
神
呪
村
に
向
か
う
流
れ
と
に
分

か
れ
ま
す
。
用
水
路
の
下
流
方
向
に
向
か
っ
て
、
右
手
の
幅
広
い
流

れ
が
上
ケ
原
用
水
で
す
。
左
手
の
二
つ
の
流
れ
の
う
ち
、
右
側
は
門

戸
村
、
左
側
は
神
呪
村
へ
向
か
い
ま
す
。
門
戸
村
と
神
呪
村
へ
の
用

水
路
は
、
分
水
樋
の
先
か
ら
左
手
（
東
）
へ
折
れ
、
関
学
構
内
を
貫

流
し
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
上
ケ
原
新
田
の
た
め
に
造
ら
れ
た
上
ケ
原
用
水

か
ら
、
門
戸
村
・
神
呪
村
へ
水
が
分
け
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）、
上
ケ
原
新
田
と
段
上
村
・
上
大
市
村
・

下
大
市
村
の
三
ヶ
村
と
の
間
で
、
仁
川
の
水
を
め
ぐ
る
争
論
が
発
生

し
ま
し
た
。
争
論
の
背
景
に
は
、
旱
魃
（
日
照
り
）
に
よ
る
水
不
足

の
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
こ
ろ
に

和
談
が
成
立
し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
で
す
が
、
大
井
滝
堰
の
上
流
に
、

大
市
五
ヶ
村
の
持
ち
山
で
あ
る
五
ヶ
山
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
五
ヶ
山

の
谷
に
、
段
上
・
上
大
市
・
下
大
市
の
三
ヶ
村
と
、
三
ヶ
村
と
同
じ

井ゆ

組ぐ
み

（
水
利
管
理
の
村
落
連
合
）
の
門
戸
村
・
神
呪
村
、
そ
し
て
上

ケ
原
新
田
の
六
ヶ
村
が
、
力
を
合
わ
せ
て
旱
魃
対
策
用
の
溜
池
を
新

写真12　岩壁を割る用水路
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た
に
造
成
し
、
そ
の
水
を
共
同
利
用
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
同
四

年
、新
た
な
溜
池
（
新
池
）
が
完
成
し
ま
し
た
。
現
在
の
五
ヶ
池
で
す
。

　

そ
し
て
新
池
の
造
成
と
同
時
に
、
仁
川
の
利
用
形
態
に
変
更
が
加

え
ら
れ
ま
し
た
。
門
戸
村
・
神
呪
村
の
取
水
権
が
新
た
に
設
定
さ
れ
、

そ
の
水
を
上
ケ
原
用
水
に
流
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
す
な
わ

ち
、
大
井
滝
堰
に
お
い
て
上
ケ
原
新
田
と
門
戸
村
・
神
呪
村
の
水
を

同
時
に
取
水
し
、
そ
の
合
水
を
上
ケ
原
用
水
に
流
す
の
で
す
。
三
ヶ

村
の
水
が
流
れ
る
上
ケ
原
用
水
は
、
関
学
裏
手
の
分
水
樋
に
お
い

て
、
各
村
へ
向
け
て
三
つ
の
流
れ
に
分
岐
し
ま
す
。
分
水
樋
の
溝
の

幅
は
、
上
ケ
原
新
田
＝
三
尺
六
寸
二
分
（
一
一
〇
セ
ン
チ
）、
門
戸

村
＝
五
寸
六
分
（
一
七
セ
ン
チ
）、
神
呪
村
＝
六
寸
六
分
（
二
〇
セ

ン
チ
）
で
す
。
溝
の
幅
が

恣
意
的
に
改
変
さ
れ
な
い

よ
う
に
、
分
水
樋
は
花
崗

岩
で
し
っ
か
り
と
造
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
今
で

も
水
を
分
け
る
役
割
を
立

派
に
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
分
水
樋
か
ら
の

流
路
を
確
認
し
ま
す
。
上

ケ
原
新
田
に
向
か
う
本
流

は
、
途
中
で
い
く
つ
も
分
岐
し
て
上
ケ
原
新
田
の
田
畑
を
潤
し
ま
す
。

門
戸
村
に
向
か
う
用
水
路
は
、
関
学
の
Ｂ
号
館
前
を
通
過
し
て
日
本

庭
園
の
池
に
い
っ
た
ん
入
り
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
門
戸
池
に
流
れ
込

み
ま
す
。
門
戸
池
か
ら
は
上
ケ
原
小
学
校
の
方
向
へ
流
れ
、
や
が
て

南
流
し
て
四よ

そ

や
十
谷
川
と
な
り
、
岡
田
山
と
愛
宕
山
の
間
を
通
っ
て
上

ケ
原
台
地
を
下
っ
て
い
き
ま
す
。

　

神
呪
村
へ
の
用
水
路
は
、
か
つ
て
は
時
計
台
の
あ
る
大
学
の
中
心

部
分
を
貫
流
し
、
甲
陵
中
学
校
の
東
に
あ
っ
た
神
呪
村
の
溜
池
に
注

ぎ
込
み
ま
し
た
。
現
在
は
神
呪
村
の
池
が
消
滅
し
た
た
め
か
流
路
が

変
わ
り
、時
計
台
の
正
面
を
横
切
っ
て
中
央
芝
生
の
脇
（
経
済
学
部
・

中
央
講
堂
の
前
）
を
通
り
、
門
戸
池
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　

門
戸
池
と
は
、
法
科
大
学
院
前
に
あ
る
新
月
池
の
こ
と
で
す
。
き

れ
い
に
整
備
さ
れ
た
こ
の
池
は
、
あ
た
か
も
法
科
大
学
院
を
飾
る
池

泉
の
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
今
も
昔
も
門
戸
村
の
溜
池
で
す
。
Ｂ
号

館
前
の
水
路
も
見
栄
え
よ
く
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
門
戸

村
の
用
水
路
で
す
。
こ
れ
ら
は
地
元
の
水
利
権
者
（
門
戸
農
会
）
の

管
轄
下
に
あ
り
、
関
学
の
所
有
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

以
上
、
さ
し
て
広
く
も
な
い
上
ケ
原
の
地
で
は
あ
り
ま
す
が
、
古

代
の
古
墳
、
近
世
の
上
ケ
原
新
田
と
、
人
々
の
営
み
が
積
み
重
ね
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
古
墳
は
ほ
ぼ
消
滅
し
、
村
の
田
畑
も

写真 13　分水樋
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激
減
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、
関
学
古
墳
は
上
ケ
原
の
古

墳
の
貴
重
な
生
き
残
り
で
あ
り
、
上
ケ
原
用
水
は
現
在
も
生
き
て
い

ま
す
。
そ
し
て
こ
の
歴
史
の
重
な
り
の
上
に
関
西
学
院
も
ま
た
加

わ
っ
て
、
今
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

話
が
長
く
な
っ
て
し
ま
い
恐
縮
で
す
。
ご
静
聴
の
ほ
ど
、
ど
う
も

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

舟
木　

本
日
は
貴
重
な
資
料
を
い
ろ
い
ろ
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
し

た
い
感
じ
が
い
た
し
ま
す
が
、
ま
た
、
第
二
弾
、
三
弾
の
研
究
会
発

表
が
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
？
是
非
ま
た
お
越
し
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

中
村　

実
は
去
年
、
上
ケ
原
の
歴
史
に
つ
い
て
ま
と
め
た
『
歴
史
の

な
か
の
上
ケ
原
』
と
い
う
本
を
書
き
ま
し
て
、
今
回
の
話
は
、
そ
の

内
容
の
一
部
を
つ
な
げ
た
よ
う
な
形
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
た
と
え

ば
、
皆
さ
ん
は
、
関
西
学
院
が
戦
時
中
、
西
宮
海
軍
航
空
隊
だ
っ
た

こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？
さ
す
が
に
ご
存
じ
の
方
が
多
い
で
す

ね
。
そ
れ
か
ら
阪
神
大
震
災
。
震
災
も
今
や
歴
史
の
一
部
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
甲
山
の
周
辺
に
は
、
大
阪
城
の
石
垣
用
石
材
の
採
石
場

跡
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
話
に
つ
い
て
調
べ
た
こ
と
が
書
い
て

あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
話
な
ら
で
き
ま
す
。

舟
木　

ぜ
ひ
機
会
を
設
け
て
ま
た
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
中
村
先
生
に
、
も
う
一
度
感
謝
の

拍
手
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
第
二
回
目
、
第
四
九
回
の
学
院
史
研
究
会
が
決

ま
っ
て
お
り
ま
し
て
、
一
二
月
五
日
の
一
三
時
三
〇
分
か
ら
一
五
時

ま
で
、
場
所
は
図
書
館
ホ
ー
ル
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
主
題
と
い

た
し
ま
し
て
は
、
久
留
島
武
彦
と
い
う
関
西
学
院
の
Ｏ
Ｂ
の
方
を
ご

存
じ
で
し
ょ
う
か
？
実
は
、
こ
の
方
は
デ
ン
マ
ー
ク
の
有
名
な
童
話

作
家
の
ア
ン
デ
ル
セ
ン
を
デ
ン
マ
ー
ク
で
も
再
評
価
す
る
こ
と
に
尽

力
さ
れ
た
方
で
、
そ
の
方
を
記
念
す
る
記
念
館
が
今
年
度
大
分
の
ほ

う
に
で
き
ま
し
て
、
そ
の
「
久
留
島
武
彦
記
念
館
」
の
金キ

ム

館
長
に
お

越
し
い
た
だ
い
て
、
そ
の
お
話
を
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
ま
た
、

ご
案
内
い
た
し
ま
す
け
れ
ど
も
、
一
二
月
五
日
の
一
三
時
三
〇
分
か

ら
一
五
時
ま
で
図
書
館
ホ
ー
ル
で
行
い
ま
す
の
で
、
ま
た
お
時
間
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
参
集
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

そ
れ
で
は
、
こ
れ
で
本
日
の
研
究
会
を
終
了
い
た
し
ま
す
。
ご
参

集
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
主
要
参
考
文
献
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史
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仁
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古
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西
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史
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収
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〇
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・
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人
『
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史
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西
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古
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出
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